
令和８年２月後半から３月前半にかけて２件の死亡労働災害が発生しています。
労働災害を少しでも減らし、労働者一人一人が安全に働くことができる職場環境

を築くため、第１４次労働災害防止計画に基づく取組を推進しましょう。

梯子昇降中の墜落により死亡
本年２月に、いわき市内の工場現場において、梯子の昇降中に墜落し死亡する

という死亡労働災害が発生しました。
被災者は、地下の共同溝において、単独作業中に昇降用の梯子を上っていたとこ

ろ、梯子の途中約３ｍの高さより墜落、墜落時に障害物に体を打ち付けて出血があ
り、他の作業者に発見された後病院へ搬送されましたが、失血により死亡しました。

トラック運転中の交通事故により死亡
本年３月に、交通事故による死亡労働災害が発生しました。
被災者は、事業場へ向かって常磐自動車道を走行中、茨城県内のトンネル内で、

故障のため停車していた大型車両に追突し、病院へ搬送されるも死亡しました。

検索 いわき労働基準協会
リンクはPCから開けます（スマホやタブレットでは開けない場合があります）
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令和７年の労働災害発生状況（令和８年２月末現在速報値）
※詳細は別掲資料参照。コロナ感染による災害件数を除きます

死亡災害2件（前年比±0件） 死傷災害366件（同＋11件3.1%）

●死亡災害は前年と同件数で、１件は製造業での「はさまれ、巻き込まれ」災害で、
もう１件は清掃業での「交通事故」である。

●死傷災害は、建設業で大幅に減少したものの、製造業、接客娯楽業で前年比10件
以上の増加がみられる。

●事故の型別でみると、「転倒」は減少したものの、「墜落、転落」、「はさまれ、
巻き込まれ」、「動作の反動、無理な動作」のいずれも増加した。

令和８年の労働災害発生状況（２月末現在速報値）
※詳細は別掲資料参照。コロナ感染による災害件数を除きます

死亡災害1件（前年比＋1件） 死傷災害35件（同▲7件16.7%）

●前年同時期と比較して１割以上の減少で、特に運輸交通業での減少がみられるが、
商業（特に小売業）では大幅な増加がみられる。

●事故の型別でみると、「墜落・転落」、「転倒」、「はさまれ、巻き込まれ」の
いずれの災害も減少している。

福島県最低賃金改定 955円 1,033円（+78円）
いますぐ賃金台帳・明細をチェック︕助成金を活用︕ 効力発生年月日 令和8年1月1日

注意︕死亡災害が続発しています

https://jsite.mhlw.go.jp/fukushima-roudoukyoku/jirei_toukei/chingin_kanairoudou.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/shienjigyou/index.html

